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目的　本研究は，地域で生活している精神障害者の居場所感と主観的QOLの関連を明らかにする
ことを目的とした。

方法　Ａ県内の病院デイケアや作業所などの通所施設31カ所の利用者を対象に自記式質問紙調査を
実施した。調査内容は対象者の属性，居場所感尺度，主観的QOL（WHO/QOL26），ソーシャ
ルサポート，偏見・差別を感じたこと（認知）の有無とした。まず，QOL26全体の得点の四
分位値から 4群にカテゴリー化し，各群間で基本属性，居場所感尺度得点，心理・社会的要因
に関連する項目の比較を行った。カテゴリー変数はχ2検定，数量変数は一元配置分散分析お
よび多重比較を用いた。次に，居場所感の主観的QOLに対する効果を明らかにするために，
QOL26の全体得点および下位尺度別の得点それぞれを従属変数，居場所感尺度得点を独立変数，
主観的QOLとの間に有意な関連がみとめられたソーシャルサポート，偏見・差別の認知を統
制変数とし，重回帰分析を行った。

結果　居場所感尺度得点とQOL26全体得点との間には有意な正の相関がみとめられた（ｒ＝0.38，
ｐ＜0.01）。また，居場所感尺度得点とQOL26下位尺度との相関係数は，身体的領域（ｒ＝
0.19，ｐ＜0.01），心理的領域（ｒ＝0.39，ｐ＜0.01），社会的関係（ｒ＝0.31，ｐ＜0.01），
環境領域（ｒ＝0.31，ｐ＜0.01）と，いずれも有意な正の相関がみとめられた。重回帰分析を
行った結果，QOL26の全体得点および下位尺度別の得点を従属変数としたモデルすべてにお
いて，居場所感尺度得点は有意な正の関連を示したことから，ソーシャルサポートの有無や偏
見の認知といった変数の影響を除去しても，居場所感が高いほど主観的QOLが高い正の相関
関係が明らかとなった。「自分の病気について偏見を感じたことがある」は，QOL26の全体得
点および下位尺度別のいずれにおいても有意な負の相関が示されたことから，障害者が偏見や
差別を感じることは主観的QOLを低下させる要因である。

結論　精神障害があっても居場所感が高ければ，地域においてQOLが高く，いきいきとした生活
を送ることができることが明らかとなった。また，精神障害者の地域生活移行の推進には，地
域住民の理解を得るための普及啓発や偏見・差別のない社会・地域づくりが重要である。

キーワード　精神障害，居場所感，QOL，偏見，差別

Ⅰ　は　じ　め　に

　近年，わが国における精神保健医療福祉施策

は，「入院医療中心から地域生活中心へ」とい
う基本的方策を推進するために，国民各層の意
識の改革や，精神病床の機能分化・地域生活支
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援体制の強化等の精神保健医療福祉体系の再編
と基盤強化を基本方針としている1）。平成18年
10月に完全施行された障害者自立支援法では，
障害者が地域で安心して自立して暮らせる社会
を実現するという理念の下，精神障害を含め，
障害福祉サービスの提供責任を市町村に一元化
し，地域生活を支える福祉サービスの整備を図
ることが示されている。精神障害者が地域でい
きいきと質の高い生活を送るためには「居場
所」が必要であるといわれているが，これは単
に物理的場所だけを意味するものではなく，心
のよりどころとしての心理的居場所（以下，居
場所感）が重要と考えられている2）3）。居場所・
居場所感に関する研究は1990年代に不登校児童
生徒を中心として行われており，2000年以降は，
教育分野や臨床心理学の分野において研究が行
われている。これらの先行研究において，高齢
者の居場所感尺度4）や青年期の居場所感尺度5）6）

が開発された。しかし，精神障害者の居場所感
についての調査報告や研究は少ない。國方ら2）

は2009年に「精神障害者居場所感尺度」を開発
し，初めて精神障害者の居場所感とQuality of 
Life（以下，QOL）との関連を明らかにした。
茅原ら3）は，精神障害者が地域社会における居
場所としてデイケアを利用している実態を踏ま
え，デイケアに通所する統合失調患者がより良
好なQOLを獲得するためには，居場所感を高
める支援が有効であると報告している。また，
精神障害者のQOLに関しては，障害者自身に
よる主観的評価の信頼性・妥当性の研究7）-12）が
行われており，在宅精神障害者の主観的QOL
と社会的要因との関連13），精神障害者のQOL向
上に対するソーシャルサポートの重要性に関す
る研究14）15）や，偏見・差別の影響16）17）が報告さ
れている。國方ら18）は，縦断的研究によって，
自尊感情が統合失調症患者のQOLに大きく影
響していることを報告している。しかし，先行
研究ではサンプルサイズが小さいことや，対象
が病院デイケアに通所している男性の統合失調
症者に偏りがちであり，地域で生活している精
神障害者のQOLに居場所感がどれくらい寄与
するものなのかは明らかではない。

　そこで本研究では，対象集団を地域の通所施
設（病院デイケア以外も含む）を利用する精神
障害者（統合失調症以外も含む）とし，ソー
シャルサポートや偏見・差別の認知といった社
会的・環境的要因の影響も考慮した上で，居場
所感と主観的QOLの関連を明らかにすること
を目的とした。

Ⅱ　研　究　方　法

（ 1）　調査対象および方法
　Ａ県内に居住しており，外来治療を継続しな
がら通所施設を利用している精神障害者を調査
対象とした。平成23年 4 ～ 6 月に，Ａ県内の36
施設に研究協力依頼を口頭と文書にて行い，自
記式質問紙調査をした。協力が得られた病院デ
イケア14カ所，小規模作業所11カ所，通所授産
施設 2カ所，地域サロン 3カ所，その他（地域
支援サービス） 1カ所の計31施設（団体），333
名から回答を得た。

（ 2）　調査内容
　調査内容は対象者の属性，居場所感尺度，主
観的QOL（WHO/QOL26），ソーシャルサポー
ト，偏見・差別を感じたこと（認知）の有無と
した。
1)　対象者の属性
　年齢，性別，世帯状況，婚姻状況，精神科治
療歴，精神科入院歴，病名，主な収入，社会資
源の利用，利用期間，利用回数，学歴について
設問した。
2)　居場所感（居場所感尺度）
　居場所感とは，「自分がそこにいてもいい場
であり，自分らしくいられる場であり，自分があ
りのままでいてもいいという感覚である」との
定義2）3）を用い，「精神障害者居場所感尺度」2）3）

を用いて測定した。この尺度は國方らが開発し
たもので，「他者との深い関わりを感じる場」
「自己をつくる場」「ありのままでいられる
場」の 3領域（ 8つの下位項目）からなってい
る。「他者との深い関わりを感じる場」には 4
つの下位項目として，『お互いに成長しあえる
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人がいる』『お互いに影響しあえる人がいる』
『一緒になって物事に打ち込める人がいる』
『同じ目標を持つ人がいる』とし，「自己をつ
くる場」の 2つの下位項目として『自分はなに
ものか考える場がある』『自分がどんな人間か
考える場がある』とした。「ありのままでいら
れる場」の 2つの下位項目として『すべてを受
け入れてもらえる場がある』『ありのままの自
分が認められる場がある』となっている。 8つ
の質問項目に対し，「あてはまらない： 1点」
「あまりあてはまらない： 2点」「ややあては
まる： 3点」「あてはまる： 4点」の 4件法で
評定を求め，すべて加算することによって居場
所感得点を算出（得点範囲 8～32点）した。得
点が高いほど居場所感があると感じていると評
価される。
3)　主観的QOL（WHO/QOL26）

　WHOはQOLを「個人が生活する文化や価値
観の中で，目標や期待，基準および関心に関わ
る自分自身の人生の状況についての認識」と定
義している19）。本研究では，精神障害者に対し
ても使用可能であることが確認されている
WHO/QOL26日本語版20）によって測定した。
WHO/QOL26（以下，QOL26）は身体的領域
（ 7項目），心理的領域（ 6項目），社会的関係
（ 3項目），環境領域（ 8項目）の 4領域およ
び全体的項目（ 2項目）の合計26項目で構成さ
れ，それぞれ「過去 2週間にどのように感じた
か」を，「全くない（全く悪い，全く不満）： 1
点」「少しだけ（悪い，少し不満）： 2点」「多
少は（普通，どちらでもない）： 3点」「かなり
（良い，満足，かなり頻繁に）： 4点」「非常に
（非常によい，非常に満足，常に）： 5点」の
5件法にて回答を求め，合計得点が高いほど主
観的QOLが高いと評価される。
4)　ソーシャルサポート

　ソーシャルサポートは，「気軽に電話できる
人」「気軽にメールできる人」「話をきいてくれ
る人」「自分のことをわかってくれる人」の質
問に対し 4件法（「いない」～「いる」）で回答
を求め，「たまにいる」「いる」をそれぞれ「あ
り」とした。

5)　偏見・差別の認知
　偏見・差別の認知については，「いままでで
自分の病気について偏見を感じたこと」「いま
までで自分の病気について差別を感じたこと」
の質問に対し 4件法（「ない」～「ある」）で回
答を求め，「たまにある」「ある」をそれぞれ
「あり」とした。

（ 3）　分析方法
　まず，QOL26全体の得点の四分位値から 4
群にカテゴリー化し，各群間で基本属性，居場
所感尺度得点，心理・社会的要因に関連する項
目の比較を行った。カテゴリー変数はχ2検定，
数量変数は一元配置分散分析および多重比較
（Scheff e法）を用いた。次に，居場所感の主
観的QOLに対する効果を明らかにするために，
QOL26の全体得点および下位尺度別の得点そ
れぞれを従属変数，居場所感尺度得点を独立変
数，主観的QOLとの間に有意な関連がみとめ
られたソーシャルサポート，偏見・差別の認知
を統制変数とし，重回帰分析（ステップワイズ
法）を行った。解析はすべて，統計パッケージ
SPSS 11.03J for Windowsを用いて行った。

（ 4）　倫理的配慮
　本研究は秋田大学大学院医学系研究科倫理委
員会審査を受け承認を得た（医総第2175号平成
23年 2 月17日）。対象者は調査対象施設から協
力同意が得られ，かつ本人の同意を得られた者
とした。対象者には調査の趣旨を説明し，調査
は無記名であり個人を特定される事はないこと，
調査の参加は自由であること，参加しなくても
不利益な事はないということを口頭と書面にて
説明を行い同意を得た。

Ⅲ　結　　　果

　回答の得られた333名のうち，回答に不備の
あった55名および20歳未満の 4名を除いた274
名を解析対象者とした（有効回答率82.3％）。
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（ 1）　属性とQOL26，居場所感の分布
1)　解析対象者の属性

　解析対象者の属性を表 1に示した。性別は男
性が67.2％と多く，精神科治療期間は10年以上
が55.4％，精神科入院歴ありは83.2％，病名は
統合失調症が最も多く51.7％となっている。
2)　QOL26の得点分布

　解析対象者におけるQOL26合計得点のクロ

ンバックのα係数は0.89で，内的整合性による
信頼性の確認ができた。QOL26の平均得点±
標準偏差は76.9±13.9点（得点範囲26～130
点）で，尖度0.70，歪度－0.08の得点分布を示
した。下位尺度別の平均得点±標準偏差は，身
体的領域20.9±4.1点（ 7～35点），心理的領域
17.2±4.1点（ 6～30点），社会的関係9.0±2.4
点（ 3～15点），環境領域24.3±5.0点（ 8～40
点）であった。
3)　居場所感尺度の得点分布
　解析対象者における居場所感尺度得点のクロ
ンバックのα係数は0.86で，内的整合性による
信頼性の確認ができた。居場所感尺度得点の平
均値±標準偏差は22.7±6.6点（得点範囲 8～
32点）となっており，尖度－0.68，歪度－0.35
の分布を示した。分布を性別にみると，平均値
±標準偏差（中央値）は，男性22.3±6.8（22.6），
女性23.3±6.2（23.7）となっており，有意な
差はみられなかった（マン・ホイットニーのＵ
検定，ｐ＝0.32）。

（ 2）　主観的QOL（QOL26）の関連要因
　相関分析を行った結果，居場所感尺度得点と
QOL26全体得点との間には有意な正の相関が
みとめられた（ｒ＝0.38，ｐ＜0.01）。また，
居場所感尺度得点とQOL26下位尺度との相関
係数は，身体的領域（ｒ＝0.19，ｐ＜0.01），
心理的領域（ｒ＝0.39，ｐ＜0.01），社会的関
係（ｒ＝0.31，ｐ＜0.01），環境領域（ｒ＝0.31，
ｐ＜0.01）となっており，いずれも有意な正の
相関がみとめられた。
　次に，主観的QOLと基本属性，居場所感得点，
ソーシャルサポートの有無等の心理・社会的要
因との関連をみるために，QOL26全体の得点
の四分位値から，「高い（85点以上）」「やや高
い（77～84点）」「やや低い（70～76点）」「低い
（70点未満）」と 4群にカテゴリー化し，各群
間の比較を行った（表 2）。主観的QOLとの間
に有意な関連がみとめられた心理・社会的変数
は，居場所感尺度得点，「気軽に電話できる
人」「話をきいてくれる人」「わかってくれる
人」「病気について偏見を感じたこと」であっ

表 1　解析対象者の属性（ｎ＝274）
 人（％）

性　別：男性 184(67.2)
　　　　女性 90(32.8)
年齢階級：20～29歳 39(14.2)
　　　　30～39 65(23.7)
　　　　40～49 58(21.2)
　　　　50～59 66(24.1)
　　　　60歳以上 46(16.8)
独居・同居：ひとり暮らし 68(25.0)
　　　　家族と同居 158(58.1)
　　　　家族以外と同居 35(12.9)
　　　　その他 11( 4.0)
婚姻状況：非婚 212(77.7)
　　　　既婚同居 12( 4.4)
　　　　既婚別居 8( 2.9)
　　　　既婚死別 8( 2.9)
　　　　離婚 33(12.1)
精神科治療期間： 1年未満 8( 3.0)
　　　　 1～ 5年未満 38(14.0)
　　　　 5～10年未満 75(27.7)
　　　　10年以上 150(55.4)
精神科入院：あり 227(83.2)
　　　　なし 46(16.8)
病　名：統合失調症 140(51.7)
　　　　うつ病 36(13.3)
　　　　知的障害 6( 2.2)
　　　　その他 53(19.6)
　　　　不明 36(13.3)
主な収入：労働収入 26( 9.6)
　　　　家族からの収入 50(18.4)
　　　　障害年金 145(53.3)
　　　　生活保護 38(14.0)
　　　　その他 13( 4.8)
社会資源利用：デイケア 142(51.8)
　　　　作業所 78(28.5)
　　　　通所授産所 30(10.9)
　　　　地域サロン 12( 4.4)
　　　　その他 12( 4.4)
利用期間： 1年未満 29(11.2)
　　　　 1～ 5年未満 123(47.7)
　　　　 5～10年未満 56(21.7)
　　　　10年以上 50(19.4)
利用回数：週 2回以上 214(82.9)
　　　　週 1回 22( 8.5)
　　　　月 2回 2( 0.8)
　　　　月 1回 4( 1.6)
　　　　その他 16( 6.2)
学　歴：小学校 5( 1.9)
　　　　中学校 47(17.4)
　　　　高校 129(47.8)
　　　　専門学校 29(10.7)
　　　　短大 14( 5.2)
　　　　大学 38(14.1)
　　　　大学院 2( 0.7)
　　　　その他 6( 2.2)

注　無回答は除く
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た。
　居場所感の主観的QOLに対する効果を明ら
かにするために，QOL26の全体得点および下
位尺度別の得点それぞれを従属変数，居場所感
尺度得点を独立変数，主観的QOL（ 4群）と
の間に有意な関連がみとめられた「気軽に電話
できる人」「話をきいてくれる人」「わかってく
れる人」「病気について偏見を感じたこと」を
統制変数とし，重回帰分析（ステップワイズ

法）を行った（表 3）。その結果，居場所感尺
度得点は，いずれの場合も有意な正の関連を示
した。まず，QOL26の全体得点を従属変数に
した場合，居場所感尺度得点（β＝0.30），「気
軽に電話にできる人がいる」（β＝0.13），「話
をきいてくれる人がいる」（β＝0.16）が有意
な正の関連を示し，「自分の病気について偏見
を感じたことがある」（β＝－0.23）が有意な
負の関連を示した（自由度調整済Ｒ2＝0.23）。

表 2　主観的QOL 4 群と基本属性および心理・社会的要因との関連（ｎ＝274）
（単位　人，（　）内％）

主観的QOL（QOL26）

Ｐ値高い
（85点以上）
n＝69（25.2）

やや高い
（77～84点）
n＝71（25.9）

やや低い
（70～76点）
n＝65（23.7）

低い
（70点未満）
n＝69（25.2）

性　　別：男性 47(68.1) 52(73.2) 40(61.5) 45(65.2) 0.519
年齢階級：20～29歳 12(17.4)  6( 8.5)  6( 9.2) 15(21.7) 0.411
　　　　　30～39 13(18.8) 18(25.4) 20(30.8) 14(20.3)
　　　　　40～49 16(23.2) 13(18.3) 14(21.5) 15(21.7)
　　　　　50～59 19(27.5) 18(25.4) 13(20.0) 16(23.2)
　　　　　60歳以上  9(13.0) 16(22.5) 12(18.5)  9(13.0)
独居・同居：ひとり暮らし 18(26.5) 21(29.6) 11(16.9) 18(26.5) 0.423
　　　　　家族と同居 37(54.4) 36(50.7) 43(66.2) 42(61.8)
　　　　　家族以外と同居 12(17.6)  9(12.7)  8(12.3)  6( 8.8)
　　　　　その他  1( 1.5)  5( 7.0)  3( 4.6)  2( 2.9)
婚姻状況：非婚 57(83.8) 57(80.3) 45(69.2) 53(76.8) 0.020
　　　　　既婚－同居  3( 4.4)  6( 9.2)  3( 4.3)
　　　　　既婚－別居  2( 2.9)  1( 1.4)  5( 7.2)
　　　　　既婚－死別  5( 7.0)  2( 3.1)  1( 1.4)
　　　　　離婚  6( 8.8)  8(11.3) 12(18.5)  7(10.1)
精神科治療期間： 1年未満  2( 2.9)  2( 2.9)  1( 1.6)  3( 4.3) 0.603
　　　　　 1～ 5年未満  6( 8.8)  9(12.9) 12(18.8) 11(15.9)
　　　　　 5～10年未満 21(30.9) 14(20.0) 19(29.7) 21(30.4)
　　　　　10年以上 39(57.4) 45(64.3) 32(50.0) 34(49.3)
精神科入院歴：あり 59(85.5) 63(90.0) 49(75.4) 56(81.2) 0.132
認識している病名：統合失調症 37(56.1) 34(47.9) 31(47.7) 38(55.1) 0.580
　　　　　うつ病 11(16.7)  6( 8.5)  9(13.8) 10(14.5)
　　　　　知的障害  2( 3.0)  2( 2.8)  1( 1.5)  1( 1.4)
　　　　　その他  8(12.1) 16(22.5) 18(27.7) 11(15.9)
　　　　　わからない  8(12.1) 13(18.3)  6( 9.2)  9(13.0)
主な収入：労働収入 10(14.7)  8(11.3)  5( 7.8)  3( 4.3) 0.118
　　　　　家族からの収入  8(11.8)  7( 9.9) 15(23.4) 20(29.0)
　　　　　障害年金 40(58.8) 41(57.7) 32(50.0) 32(46.4)
　　　　　生活保護  9(13.2) 11(15.5)  9(14.1)  9(13.0)
　　　　　その他  1( 1.5)  4( 5.6)  3( 4.7)  5( 7.2)
社会資源利用：デイケア 39(56.5) 33(46.5) 34(52.3) 36(52.2) 0.821
　　　　　作業所 17(24.6) 21(29.6) 21(32.3) 19(27.5)
　　　　　通所授産施設  5( 7.2)  9(12.7)  8(12.3)  8(11.6)
　　　　　地域サロン  5( 7.2)  4( 5.6)  3( 4.3)
　　　　　その他  3( 4.3)  4( 5.6)  2( 3.1)  3( 4.3)
心理・社会的要因
　居場所感尺度得点3）　　　　　　 ：平均値±標準偏差 26.0±5.8 23.3±6.7 22.2±5.3 19.1±6.6 0.000
　気軽に電話できる人の有無　　　：いる・たまにいる 59(85.5) 58(81.7) 44(67.7) 37(53.6) 0.000
　気軽にメールできる人の有無　　：いる・たまにいる 30(43.5) 28(39.4) 27(41.5) 27(39.1) 0.950
　話をきいてくれる人の有無　　　：いる・たまにいる 66(95.7) 62(87.3) 57(87.7) 43(62.3) 0.000
　わかってくれる人の有無　　　　：いる・たまにいる 65(94.2) 62(87.3) 53(81.5) 43(62.3) 0.000
　病気について偏見を感じたこと　：ある・たまにある 39(56.5) 35(49.3) 43(66.2) 51(73.9) 0.017
　病気について差別を感じたこと　：ある・たまにある 31(44.9) 33(46.5) 42(64.6) 40(58.0) 0.065
　精神保健福祉ボランティアとの交流：あり 31(46.3) 25(36.2) 18(31.0) 16(24.2) 0.056

注　1）　無回答は除く
　　2）　Ｐ値：カテゴリー変数はχ2検定
　　3）　連続変数については一元配置分散分析を用いた
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次 に，QOL26下 位 尺
度ごとの得点を従属変
数にした場合，まず身
体的領域では居場所感
尺度得点（β＝0.24）の
みが有意な正の相関を
示し，「自分の病気に
ついて偏見を感じたこ
とがある」（β＝－0.28）
が有意な負の関連を示
した（自由度調整済Ｒ2

＝0.10）。心理的領域
では居場所感尺度得点（β＝0.36），「わかって
くれる人がいる」（β＝0.15）が有意な正の相
関を示し，「自分の病気について偏見を感じた
ことがある」（β＝－0.22）が有意な負の関連
を示した（自由度調整済Ｒ2＝0.20）。また，社
会的関係を従属変数にした場合では，居場所感
尺度得点（β＝0.21），「気軽に電話できる人が
いる」（β＝0.14），「話をきいてくれる人がい
る」（β＝0.14）が有意な正の関連を示し，「自
分の病気について偏見を感じたことがある」
（β＝－0.12）が有意な負の関連を示した（自
由度調整済Ｒ2＝0.14）。環境領域を従属変数に
した場合では，居場所感尺度得点（β＝0.21），
「話をきいてくれる人がいる」（β＝0.26）が
有意な正の関連を示し，「自分の病気について
偏見を感じたことがある」（β＝－0.15）が有
意な負の関連を示した（自由度調整済Ｒ2＝
0.16）。

Ⅳ　考　　　察

　居場所感の主観的QOLに対する効果（影響
力）を明らかにするために，QOL26の全体得
点および下位尺度別の得点それぞれを従属変数，
居場所感尺度得点を独立変数，およびソーシャ
ルサポートの有無，偏見を感じたことの有無を
統制変数とした重回帰分析を行った。その結果，
QOL26の全体得点および下位尺度別の得点を
従属変数としたモデルすべてにおいて，居場所
感尺度得点は有意な正の関連を示したことから，

ソーシャルサポートの有無や偏見の認知といっ
た変数の影響を除去しても，居場所感が高いほ
ど主観的QOLが高い正の相関関係が明らかと
なった。特に，QOL26の下位尺度別に行った
重回帰分析の結果をみると，心理的領域を従属
変数としたモデルにおいて，居場所感尺度得点
の効果が相対的に大きいことから，居場所感は
主観的QOLの心理的領域に与える影響が大き
いと考えられる。つまり精神障害があっても，
居場所感が高ければ，地域においてQOLが高く，
いきいきとした生活を送ることができると考え
られる。
　また，QOL26の全体得点を従属変数とした
重回帰モデルにおいて，「気軽に電話できる人
がいる」「話をきいてくれる人がいる」といっ
たソーシャルサポートの有無が有意な正の関連
を示し，「自分の病気について偏見を感じたこ
とがある」が有意な負の関連を示した。「自分
の病気について偏見を感じたことがある」は，
QOL26下位尺度別のいずれにおいても有意な
負の相関が示されたことから，障害者が偏見や
差別を感じることは，主観的QOLを低下させ
る要因である。
　2001（平成13）年にWHO総会で採択された
「国際生活機能分類（International Classifi -
cation of Functioning, Disability and Health：
ICF）」21）では，障害があっても，活動や参加と
いった生活機能のプラス面によって健康状態
（QOL）は向上することができ，反対に活動
制限や参加制約によって低下するという相互作

表 3　主観的QOL（QOL26）を従属変数とした重回帰分析（ステップワイズ法）の結果（ｎ＝274）

QOL26
総合得点
（β）

QOL26下位尺度得点

身体的
領域
（β）

心理的
領域
（β）

社会的
関係
（β）

環境
領域
（β）

居場所感尺度得点 0.30** 0.24** 0.36** 0.21** 0.21**
気軽に電話できる人（ 1＝いる） 0.13* 0.14*
話をきいてくれる人（ 1＝いる） 0.16* 0.14* 0.26**
わかってくれる人（ 1＝いる） 0.15*
偏見を感じたこと（ 1＝ある） -0.23** -0.28** -0.22** -0.12* -0.15*

　Ｒ2 0.24** 0.11** 0.21** 0.15** 0.17**
　自由度調整済みＲ2 0.23 0.10 0.20 0.14 0.16

 注　1）　β：標準偏回帰係数
 　　2）　**Ｐ＜0.01，*Ｐ＜0.05
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用モデルが示されている。活動制限や参加制約
は心身機能・身体構造の機能障害も含めたお互
いの影響だけではなく，環境因子や個人因子の
影響も大きく影響する。環境因子とは，単に物
的環境だけではなく，人的・社会的・制度的環
境を包括するものであり，偏見や差別も当然含
まれる。特に，精神障害者は環境からの影響を
受けやすい。精神疾患に対する社会の差別や偏
見は，精神障害者の自己効力感や意欲を低下さ
せ，活動制限や参加制約をもたらす。一方，周
囲のサポートがあることや，精神障害・精神疾
患に対する理解は，精神障害者の活動や参加の
向上につながる。精神障害者が地域でいきいき
と質の高い生活を送るためには，居場所感が高
いことが重要であることが本研究の結果からも
明らかであるが，ここでいう居場所とは心の拠
り所であり，心の安寧をもたらす存在である。
偏見・差別が存在し，周囲のサポートや理解が
得にくい環境では，当然ながら居場所感は低下
する。従って，精神障害者が地域でいきいきと
質の高い生活を送ることも困難である。精神障
害者が地域で生活していくためには，様々な困
難が存在し，特に精神障害者に対する根強い偏
見や差別は大きな障壁となっている。精神障害
者の地域生活移行の推進には，社会保障の充実
や障害者福祉の社会資源の充実，基盤整備等と
ともに，地域住民の理解を得るための普及啓発
や偏見・差別のない社会・地域づくりが重要で
ある。
　本研究の限界は，第一に，精神障害者の居場
所感を評価する尺度として，國方らの「精神障
害者居場所感尺度」を用いたが，本尺度を用い
た研究報告が少ないことである。今後，大規模
調査研究における追試によって，測定尺度とし
ての信頼性や妥当性の観点からの検証が行われ
る必要がある。第二に，調査対象者を地域の通
所施設（病院デイケア以外も含む）を利用する
精神障害者（統合失調症以外も含む）としたこ
とから，通所施設を利用していない在宅障害者
は含まれていないため，通所施設を利用してい
ない在宅障害者を含めた検証が必要である。第
三に，本研究は横断調査であるため，主観的

QOLと居場所感尺度得点との因果関係につい
ては推定することができない。今後，縦断研究
によって検証する必要があろう。
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